
 

 

救急医療に係る論点について 

 

以下のような項目が論点になるものと想定している。 

 

救急医療に係る取り組みの方向性について 

   Ⅰ．救急医療の機能分担 

１ 初期救急と二次救急の連携強化 

・初期救急医療施設と二次救急医療施設の連携体制 

２ 市民への救急医療に関する情報提供、普及啓発 

・#8000、#7119 の広報強化 

 三師会と共同による周知啓発 など 

・ACPの普及啓発 

・介護施設への#7119 の普及 

３ DX を活用した救急医療の体制作り 

・オンライン診療の活用 

４ 休日夜間救急歯科診療事業のあり方検討 

 

  Ⅱ．病院群当番制事業 

・救急搬送受入実績などに応じた補助等事業の仕組み検討 

 

   Ⅲ．救急患者を受け入れる病院・病床の状況および後方病床への転退棟の状況 

１ 応需不能の主な要因 

・救急搬送受入体制の確保に関する検討 

２ 後方病床の確保の重要性、対応策 

・初期診療後に速やかに次の医療機関に転院できる連携体制作り 

 急性期病院間の役割分担の明確化 

 回復期病床の確保 など 

３ 在宅患者入院受入体制事業 

・在宅患者受入体制事業の有効活用 

４ 今後の救急搬送件数の増加、救急医療に携わる人材不足も踏まえた対応 

・救急医確保のための仕組み作り 
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